○天童市建設工事監督技術基準
平成２６年４月１日

（目的）
第１条　この基準は、天童市建設工事監督規程（平成２６年市訓令第　号。以下「監督規程」という。）第２３条に基づき、本市が所掌する建設工事の監督業務の技術的基準を定めることにより、監督業務の適切な実施を図ることを目的とする。
（用語の定義）
第２条　この基準において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
(1)　監督職員　天童市建設工事請負契約約款（平成９年市告示第１８号。以下「契約約款」という。）第１０条に基づき指定された職員で、監督規程第４条第２項に規定する総括監督員及び監督員を総称していう。
(2)　設計図書　契約約款第１条の設計図書（仕様書、図面、閲覧設計書等）をいう。
(3)　契約図書　建設工事請負契約書及び設計図書をいう。
(4)　仕様書　共通仕様書、共通特記仕様書及び特記仕様書を総称していう。

 (5)　共通仕様書及び共通特記仕様書　各建設作業の順序、使用材料の品質、数量、仕上げの程度、施工方法等建設工事を施工する上で必要な技術的要求及び各工種の内容を説明したもののうち、あらかじめ定型的な内容を盛り込み作成したものをいう。
(6)　特記仕様書　共通仕様書及び共通特記仕様書を補足し、建設工事の施工に関する明細又は建設工事に固有の技術的要求を定めるものをいう。
(7)　閲覧設計書　建設工事の入札に参加する者に対して、発注者が当該建設工事の契約条件等を説明するための書類をいう。
(8)　図面　入札に際して発注者が示した設計図、発注者から変更又は追加された設計図、設計図の基となる設計計算書等（詳細設計を含む建設工事に当たっては、契約図書及び監督職員の指示に従って作成され、監督職員が認めた詳細設計の成果品の設計図を含む。）
(9)　指示　監督職員が受注者に対し、建設工事の施工上必要な事項について書面をもって示し、実施させることをいう。
(10)　承諾　契約図書で明示した事項について、発注者若しくは監督職員又は受注者が書面により同意することをいう。
(11)　協議　契約図書の協議事項について、発注者と受注者が対等の立場で書面により合議し、結論を得ることをいう。
(12)　提出　監督職員が受注者に対し、又は受注者が監督職員に対し、建設工事に関する書面又はその他の資料を説明し、差し出すことをいう。
(13)　提示　監督職員が受注者に対し、又は受注者が監督職員に対し、建設工事に関する書面又はその他の資料を示し、説明することをいう。
(14)　報告　受注者が監督職員に対し、建設工事の状況又は結果について書面をもって知らせることをいう。
(15)　通知　監督職員が受注者に対し、又は受注者が監督職員に対し、建設工事の施工に関する事項について、書面をもって知らせることをいう。
(16)　書面　手書き、印刷等の伝達物をいい、発行年月日を記載し、署名又は押印したものを有効とする。緊急を要する場合は、電話、ＦＡＸ又は電子媒体により伝達できるものとするが、後日有効な書面と差し替えるものとする。
(17)　確認　契約図書に示された事項について、臨場又は関係資料により、その内容について契約図書との適合を確かめることをいう。
(18)　立会い　契約図書に示された項目について、監督職員が臨場し、内容を確かめることをいう。
(19)　段階確認　設計図書に示された施工段階において、監督職員が臨場等により出来形、品質、規格、数値等を確かめることをいう。
　（技術基準の内容）

第３条　建設工事の監督業務の項目、業務内容並びに関連図書及び条項については、別表第１に定めるとおりとする。この場合において、関連図書及び条項の欄中「契」とあるのは契約約款を、「共仕」とあるのは各建設工事の共通仕様書を意味するものとする。
２　建設工事の監督業務における段階確認の種別、細別、確認時期、確認項目及び確認の程度は、別表第２に定めるとおりとする。

（監督の実施）
第４条　監督職員は、別表第１の各項目について技術的に十分検討した上で監督を実施するものとする。
　　　

附 則

この基準は、平成２６年４月１日から施行する。
